
令和元年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
評
価

　児童一人ひとりの学力向上
に向けた取組において，組織
的かつ協働的に推進するため
の体制を見直して再構成し，学
力向上を図る。

　学力向上部において，さらに分業化と協
働化を図った「学力向上ロードマップ」を改
善し，実施する。学びの実感があるふり返り
活動の充実を図る。

学力向上部
教務主任

　学力向上部の学力向上と学校研究や学習
環境部において，それぞれの教職員は「学
力向上ロードマップ」に沿って取り組んでい
る。

【成果指標】
　教職員が学力向上に向けて「学力向
上ロードマップ」に沿って取り組めた
か。

　「学力向上ロードマップ」に沿って取り組めた
教職員が
　A：９割以上　　B：８割以上
　C：７割以上　　D：７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

　目標達成を意識した授業
づくりに努める。

　課題とまとめを板書の中に位置づけ，児
童と共有できるようにする。ペアやグループ
での話し合い活動，ICTなどを活用し，学習
の理解が深められるようにする。

学力向上部
研究主任

　授業の中で，課題の確認，適用題やふ
り返りの時間を確保しているが，学びの
深まりや次時へのつながりはやや弱い。

【成果指標】
　毎時間の授業の中で，課題とまとめを
提示し，学びを深める活動を行ったりふ
り返る活動を行ったりできたか。

　毎時間の授業で課題とまとめを提示し，理解を
深める取組ができたと答える教員が
　A：９割以上　　B：８割以上
　C：７割以上　　D：７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

B

　様々な活動の中で，一人一
人が友達のよさを認め合い，
居心地のよい学級・学校を目
指す。

　学年同士や上学年と下学年がお互いに
認め合う思いやりの心を育てるため，学級
活動・縦割り活動に加えて全校一斉遊びの
日を設ける。

　昨年度，各学級ではお互いに認め合う
姿が見られたが，上学年と下学年が認め
合う場面や姿は多いとは言えない。

【成果指標】
　「学級や学校を楽しくするために，互
いに助け合う」ことができたか。

　「学級・学校を楽しくするために，互いに助け合
うことができた」と答えた児童が
　A:９割以上　　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　　D:７割未満

　児童ｱﾝｹｰﾄ
により，7月と
12月に評価す
る。

A

　いじめを見逃さない・風通
しのよい学校づくりを推進
する。

　毎月の児童理解の会や年３回のいじめ
ｱﾝｹｰﾄを中心に，職員全体 で子どもの
発する小さなサインを見逃さない体制を
充実させ，組織的に対応する。

　昨年度から継続して取組んでいるいじ
め案件を中心に，児童理解の会やいじめ
アンケートを継続して実施している。以前
の情報の共有も行っている。

【成果指標】
　ｱﾝｹｰﾄや面談を通じて，SCやSSW，保
護者と連携し，迅速で適切な対応ができ
たか。

　積極的にいじめを認知し，迅速で適切な対応が
できた教員が
　A:全教員　　　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　　D:７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

③進路指導・キャリ
ア教育

　身近な人達と関わり，自分が
できることを考え，目標達成に
向けて取り組むことで，やり遂
げた満足感を味わい，自己有
用感を高める。

　学校や学級のために考え，取組む場面に
おいて，児童全員が活躍できる場を設け，
できるようになったことや努力したことに対
して価値づける。

学力向上部
教務主任

　学校行事や学級づくりにおいて，自ら
進んで考え，取組もうとする児童は多
いとは言えない。

【成果指標】
　様々な役割の関係や価値を自ら判
断し，やり遂げた満足感を児童は味わ
うことができたか。

　様々な役割の関係や価値を自ら判断し，味
わうことができた児童が
　A：９割以上　　B：８割以上
　C：７割以上　　D：７割未満

　児童ｱﾝｹｰﾄ
により，7月と
12月に評価す
る。

A

　運動を推奨し，体力の向
上に努める。

　朝の会や帰りの会のﾏｯｽﾙﾀｲﾑ，長休
みのﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ，体育授業を使って筋
力の向上や体力増進，体幹の育成に努
める。

学習環境部
体育担当

　県や全国平均と比較すると，筋力が
弱いという結果が出ている。

【成果指標】
　５月の県平均を上回る児童の育成に
努めたか。

　５月の県平均を上回る児童が
　A：８割以上　　B：７割以上
　C：６割以上　　D：６割未満

　5月と11月の
体力ﾃｽﾄの結果
より評価する。 D

　基本的生活習慣づくりを
通して，健康な心身の保
持・増進に努める。

　保健指導や児童保健給食委員会の活
動を通して，早寝早起き・歯みがきの取
組を行う。長期休業中も家庭と連携し基
本的生活習慣の定着を図る。

学習環境部
養護教諭

　学期中は９割以上の児童が，朝食を
摂り，給食後の歯みがきができている
が，長期休業になると生活習慣が乱れ
る児童が多い。

【成果指標】
　各自で設定する生活習慣の目標
（早寝早起き・歯みがき）を達成で
きたか。

 自分の目標を達成できた児童が
　Ａ：９割以上　　Ｂ：８割以上
　Ｃ：７割以上　　Ｄ：７割未満

　夏休み・冬
休みぐんぐん
ｶｰﾄﾞより評価
する。

⑤安全管理 　災害や不審者等に対す
る児童や教職員の対応実
践力を高める。

　警察署と連携した「防犯教室」，消防署と連
携した「火災や地震・津波・浸水想定避難訓
練」，保護者と連携した「児童引き渡し訓練」を
実施し，緊急時の対応についての実践力向上
を図る。

総務部
教頭

　避難訓練等を計画的に実施し，児童
の危機への対応能力を高めているが，
継続して実施し，さらに危機に対応する
能力を育てる必要がある。

【成果指標】
　様々な状況に対して，職員や児童が
適正かつ安全な避難行動ができた
か。

　安全確保のための組織的対応ができたと考
える教職員が
　A:９割以上　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　D:７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

⑥特別支援教育 　発達段階や特性に応じた適
切な指導を行うとともに，それ
らを個性として互いに認め合う
雰囲気づくりに努める。

　支援の必要な児童について共通理解を図

り，適切な支援をする。また，道徳の授業や

人権週間など様々な機会をとらえ，互いを

認め合うことの大切さを指導していく。

学力向上部
特別支援ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

　支援の必要な児童について全職員が
共通理解し，支援を行っている。しか
し，児童が自分と異なる意見や立場を
十分に尊重し合っているとはいえない。

【成果指標】
　児童が、、道徳の授業や人権週間等
で，自分と異なる意見や立場を十分に尊
重し、互いを認め合うことができたか。

　道徳の授業や人権週間等で互いを認め合う
ことができたという児童が，
　A：９割以上　　B：８割以上
　C：７割以上　　D：７割未満

　児童ｱﾝｹｰﾄ
により，7月と
12月に評価す
る。

A

　各教職員が校務に責任を
持ち，組織的に協働して学
校目標の具現化に努める。

　定期的に運営委員会や必要に応じ
て分掌部会を設け，組織的に協働して
学校運営を図る。

　少人数だからこそ組織的・協働的な
体制を整え，運営委員会や分掌部会を
計画的に開催して共通理解・共通実践
することが必要である。

【成果指標】
　運営委員会・分掌部会を活用し，組
織的な取組が行えたか。

　各分掌からの取組について，共通理解・共通
行動できた教職員が
　A:９割以上　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　D:７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

　教職員のタイムマネジメン
ト力を高め，業務の効率化
意識を高める。

　日常業務でやるべきことを記録して
おく「TODOリスト（軽重をつけて）」の作
成を習慣化し，業務の計画性を高めて
効率化を図る。

　各教職員の担当する校務分掌が多
岐にわたるため，計画的に業務を行う
ことで時間外勤務を減らすことが必要
である。

【成果指数】
　計画的な業務遂行に努めることで，
毎月の時間外勤務が８０時間を超えな
かったか。

　毎月の時間外勤務の合計が，平均で８０時
間を超えない教職員の割合が
　A:８割以上　　　B:７割以上
　C:６割以上　　　D:６割未満

　毎月の勤務
時間記録よ
り，9月と2月
に評価する。

B

⑧研修 　校内研修の充実を図り，
授業改善や指導力向上に
努める。

　体育科の器械運動領域，特に跳び箱の
指導についての授業研究を通して，授業改
善につなげられるようにする。若プロ研修を
計画し，組織的に取り組む。

学力向上部
研究主任
教頭

　昨年度は，マット運動を中心に授業研
究を行った。昨年度の取組を生かし，
今年度の研修を充実させていくとよい。

【成果指標】
　研究授業や校内研修を通じて，外部
人材を活用して指導力向上が図られ
たか。

　校内研修，授業研究において成果があったと
感じる教職員が
　A:９割以上　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　D:７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

⑨保護者，地域との
連携

　日常の教育活動の開示
や学校評価を通して，学校
への信頼向上に努める。

　学校と保護者，町づくり推進協議会と
が連携し，教育活動や環境整備の向
上を図る。

総務部
教頭

　学校の教育活動への協力を惜しまい
地域の方が大変多く，地域と共に行う
行事も続いている。

【満足度指標】
　保護者や地域の人が様々な教育活
動を理解し満足しているか。

　家庭や地域と連携を図って教育活動を行っ
ていると感じた保護者が
　A:９割以上　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　D:７割未満

　保護者ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

⑩教育環境整備 　よりよい学習・生活環
境を目指し，施設・設備
を整備する。

　日常的に安全点検・備品管理に努
め，施設・設備・備品等の適切な整備
を行う。

総務部
教頭
事務

　校舎の老朽化が懸念されるが，安全
な学習環境整備に努める意識が高まっ
ている。

【成果指標】
　毎月，管理場所の担当者が安全確
保と環境整備に努め，常に学習・生活
環境が整備されているか。

　安全確保・環境整備が整っていると感じた教
職員が
　A:９割以上　　　B:８割以上
　C:７割以上　　　D:７割未満

　教職員ｱﾝｹｰ
ﾄにより，7月と
12月に評価す
る。

A

学校関係者評価

加賀市立三木小学校　 校長　三部　健春　　印

①教育課程・学習指導…国や県の学力調査結果からも児童の学力がしっかり身についていることがわかる。先生方のきめ細かい指導のおかげだと感謝している。ジャズ活動は今年度で終わるが、楽器体験などをさせてほしい。学校の教育活動ではジャズを教える人と時間の確保が
困難であるので、今後は地域で伝統的なジャズ活動をどうするかを理想論だが考えていく必要がある。
②生徒指導 …全体的におとなしく、大きな声で挨拶する児童が減ってきたと感じる。また、外遊びする姿も減ってきているので、大きな声で挨拶できるたくましく子に育ててほしい。
③保健管理…ゲームやテレビの時間が長いのが気になる。生活習慣の改善をお願いしたい。
④その他…来年度の入学式に対して、小さい学級のいいところをアピールして入学式を行いたい。

学校教育ビジョン
○ 学校教育目標　　確かな学力を身につけ，心豊かでたくましく，郷土を愛する三木の子の育成　 　 ～　一人一人の存在が大切にされ，あたたかい人間関係が築かれる学校　～
○ めざす児童像　　進んで学ぶ子　　心豊かな子　　たくましい子
○ めざす教師像　　児童や保護者に信頼される教師    危機管理意識の高い教師　　お互いを認め，高め合う教師
○ 基本方針
　　　　　 　　　（１）自分のめあてを明確にし，進んで学ぶ子を育てる
　　　　　 　　　（２）感謝や思いやりの心をもち，心豊かな子を育てる
　　　　　 　　　（３）健康や体力の向上に努め，たくましい子を育てる
　　　　　 　　　（４）保護者，地域と連携し，信頼される学校づくりに努める
　　　　　 　　　（５）使命感・責任感をもち，教育への情熱を絶やさない教師力の向上を図る
　　　　　　　　 （６）教職員のメンタルヘルスの増進に努め，業務改善を推進する

　学　校　評　価　【　中間報告書　７月　】

①教育課程

　学習指導

②生徒指導

 いじめの未然防止

④保健管理

⑦組織運営

　

　業務改善

総務部
教頭

　１学期末の検証から漢字と計算力は向上している。
今後、目的に応じて中心となる語や文を捉えて、段落
相互の関係を考え文章を読むように指導し、学力向上
ロードマップの検証を継続して取り組んでいく。

　88％の教員が、教科にあった課題やまとめを意識し、児童と共有
しながら授業を進めることができた。今後、課題・まとめ・振り返り
等の全校で共通したカードを作り、授業でどのような課題提示や振
り返りをするか、全校で交流しながら取り組んでいく。

　94％の児童が互いに助け合うことができたと感じているが、「どち
らかというとそう思う」児童が34％いる。その児童が、「そう思う」に
移行するよう、学級活動や全校一斉遊びの日、学校行事等で助け
合いに関する具体的な目標を立てさせ、きめ細かな指導・支援を
行っていく。

　昨年の5月県平均と比較すると、県平均を上回る児童は45％
であった。今後も学級でのマッスルタイムや長休みのパワー
アップタイム、体育の授業等で、サーキットトレーニングや握力
アップトレーニング、スロー体操の取組を行う。

学習環境部
生徒指導主
事

成果・課題や今後の取組

　94％の児童が様々な役割を進んで考えて活動できたと感じ
ているが、「どちらかというとそう思う」児童が40％いる。その児
童が、「そう思う」に移行するよう、運動会や文化祭等を通して
自分の役割を意識しながら活動できるようにしたり、やり遂げ
た満足感を味わうために振り返りの場を設定したりしていく。

　夏休みにSCによる研修会を開き、気になる児童との関
わり方について指導助言を受ける。９月に生活面の把握と
指導を兼ねて児童の悩み等について養護教諭と面談す
る。１１月にいじめアンケートを基に担任が面談を行う。

　各部で意思疎通を図りながら共通理解・共通実践
を行うことができた。学力向上ロードマップを活用し
て、各部の取組がより効果的になるようにする。

　毎月の児童理解の会で、その時々の課題を話し合いすぐに支援
策を打ち出すことができた。道徳では相互理解や寛容を扱ったり、
教科学習では作品を相互鑑賞し互いに認め合う活動を行ったりし
た。今後も様々な行事の中に互いを認め合うという視点を意識して
指導していく。

　避難訓練（火災）・ｼｪｲｸｱｳﾄ訓練・不審者対応訓練を実施し
て具体的な避難行動や安全で正しい判断力を身につける取
組を行い、安全確保のための組織的な対応ができた。2学期
は、引き渡し訓練・避難訓練（津波）を行う予定である。

　児童委員会による歯と口の健康に関するイベントや保健
関係掲示物により、効果的に健康情報を届けることができ
た。今後も、実態に応じた保健指導や日常的な声掛け、委
員会の取組を続けていく。

　老朽化により、修繕の必要な個所が依然多いが、
安全な学習活動のために限られた予算を効果的に
執行するよう努めている.。緊急を要する箇所の改
善を優先的に行った。

　94％の保護者が肯定的な意見である。しかし、
「地域の願いを聞いていないとの否定的な意見もあ
るので、保護者の要望を考慮しながら保護者・地域
と職員が連携して教育活動を推進していく。

　5月に県教育総合研修センターより指導主事の先生を招聘し、跳
び箱運動の指導に関する研修を行った。1学期は、児童が意欲的
に跳び箱の技に挑戦し、上達する姿がみられた。今後もこれまで
の成果を生かし、児童のたくましさ育成に向け、授業改善に取り組
んでいく。

　4～6月の毎月の時間外勤務の平均が80時間を超
えない教職員は71.4％であった。時間外勤務が多
い教職員の担当業務の分業を推進し、業務の平準
化に努めていく。


